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【食の安全性に関わる情勢】

中国産野菜への不安
（残留農薬等）

農薬使用状況への不安
（無登録農薬等）

食への不安
（ＢＳＥ、食中毒）

企業への不信感
（不二家、ﾐｰﾄﾎｰﾌﾟ、赤福、船場吉兆）

２００８年

食への不安
（鶏インフルエンザ）

中国商品全体への不信感
（健康食品、調理器具等）

残留農薬の食品衛生法違反

２０００年 ２００７年

中国製造の
加工食品への
不安

1. 食の安全に関わる社会情勢の変化

食の安全を脅かす事件が
頻発している。

さまざまな問題の発生により、食品全体に対する不安感が
高まっている。食の安全に関わる問題が減少する傾向はなく、
今後も不安が高まり、消費者の行動に大きな影響を与える
可能性がある。

さまざまな問題に呼応し、行政の施策が行われているが、
今後も食に対する不安は増加の傾向。安全に対する新
たな取組みが求められている。

生産、流通、販売が共に安全確保に対する共通の理解
をもって、安全性の信頼確保に取り組むことが必要。

食品衛生法改正（０３.７）
→ポジティブリスト制度導入（０６.５）

農薬取締法改正（０２.１２、０３.５）

特別栽培農産物に関わる表示ガイドライン改正（０３.５）

食品安全基本法制定（０３.５）

食品安全委員会発足（０３.７）

【農産物の安全性に関わる主な行政の対応】



２. 消費者心理の変化

食に対する不安は
依然として高い

９割以上の消費者が「食の安全」に対して不安を感じている。
特に、食品の生産・管理状況に不安をもっており、「全体として
安全でなくなった」と感じている。また、「安心・安全」に対する
基準がわからないと感じている消費者も多い。
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◆問 食の安全に対して不安を感じていますか？

Ｎ＝１５,２５６
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生産者や食品事業者が、利益を追求して安全

を軽視しているから

行政による管理・監督が不十分だから

自然のままの食品が減り、農薬や食品添加物

多用されているから

輸入品や高度に加工された食品など、生産現

場の見えない食品が増えたから

生産者や食品事業者、行政、マスコミからの

情報提供が十分でないから

その他

なんとなく
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どちらかといえば
より安全になっている

どちらかといえば
より安全ではなくなっている

変わらない

わからない

◆問　食品の安全性について、社会全体としてはどのような傾向にあると思いますか？

参照：農林水産省「Ｈ18年度 第２回安全･安心モニター 回答結果」

Ｎ＝１,５６９

（％）

理由

不安は
感じていない

参照：マイボイスコム「H20年　食の安全に関わる調査」
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その他

調理が面倒

調理方法がよくわからないことがある

一度に販売されている量が多くて食べきれない

冷蔵庫に余裕がなく保管に困ることがある

価格が高い

日持ちがせずすぐ傷んでしまう

安心・安全といわれても何を基準に考えればいいのかわからない

旬が分からなくなってきている

◆問　野菜に関して不満に思う点はありますか？ 参照：「野菜に関する消費者調査」自社調査

明確な取組みによって、明確な取組みによって、
食の安全性に関する消費者ニーズに食の安全性に関する消費者ニーズに

対応することが必要対応することが必要



３‐１.「顔が見える野菜。果物。」について

“安全性”と“品質（味）”の追求
量販店で唯一お客様が手にとった商品から生産者個人
がたどれる仕組み。透明性の高い関係を築き、安全性＆
品質に対する確認体制を確立する

企画開始　 ： ２００２年５月～　「野菜」でスタート
現在の範囲 ： 生鮮３品　（青果、精肉、鮮魚）に拡大
取扱い品目数： 約 １２０品目

顔が見える食品。

顔が見える野菜。果物。

販売店舗 ： １８０店舗（イトーヨーカドー全店）

取扱い品目数 ：　約４５品目

生産者数　：　全国　約２，６５０名
産地数　　 ：　約　２８５産地
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アクセスログ

３‐２. ０７年度推移
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中国産餃子
報道

◆顔が見える野菜＆果物。　売上金額及び昨年比
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（百万円）
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◆「顔が見える食品。」アクセスログ昨比

中国産餃子
報道

売上規模の拡大
０７年度は昨比１４０％と売上規模が更に拡大。
売上の週別推移をみると、特に「中国産餃子」の問題発覚後、急激に売上、
ＨＰアクセス共に増大している。

お客様の食の安全を求める傾向を更に強まっている。
「顔が見える野菜。」に対するお客様の反応も急激にあがっており、現在は顔が見える野菜。を原料に使用したカットサラダや漬物等の
加工品の販売も好評。



３-３.「顔が見える野菜。果物。」の仕組み

商品

審査

基準による枠組みの設定

ＰＣ　+　携帯電話で

生産情報を公開
生産履歴
システム

店舗

第三者による
評価・検証

情報

産地 お客様

監査 検査

お客様の「安心・安全」への要望に応えるために、基準を設定。

その基準を遵守しているか、第三者の外部監査を導入。

また、安心・安全を担保する仕組みのインフラとしてＩＴを活用。

イトーヨーカドーの「顔が見える野菜。」は、以下のような仕組みでなりたっている。



産地 消費者小売店

ニーズに応えられる
商品の提供

安全な食べ物を
選びたい！

４-１. 小売店の役割

消費者の求める農産物
の提供

安全性に対する消費者のニーズに対応していくことは、今後の
必須項目である。

栽培環境

栽培品目

栽培規模

栽培面積

栽培方法

信頼を裏切らない
継続的な安全性

の確保

より安全な
農産物の確保

トラブル発生時の
原因究明が可能

（トレーサビリティ機能）

産地によって
様々

全国の産地

原則的には、日本全国の
全ての農産物が対象。
産地により状況は様々

なので、全ての産地の状況を
継続して確認していくことは

不可能。

イトーヨーカドーで取り扱う
農産物に対して、

安全性のレベルアップを目指し、
お客様の信頼を得ていく。

また、ＰＢに関しては、
継続して安全性を確保して、
お客様の信頼を裏切らない

ことが求められている。



産　地 小売店

４-２. より安全な農産物の提供を目指して

これまで
各産地の栽培環境や規模等に
応じて、リスクを想定し確認。

自分の農場における
リスク分析

農作業の工程

圃場環境（土／水／隣の圃場）

収穫～荷作りの工程

リスクの
共有化

セルフチェック 明確なリスクポイントに基づく
定期的なチェック

ＧＡＰ導入による
安全性確保のレベルアップ

小売としては、ＧＡＰを導入することによって、農産物の安全性
確保のレベルがあがっていくことを期待。
産地が自分達固有のリスクを明確にしセルフチェックを行うこと
でリスクが大幅に減少し、お客様の求めるより安全な農産物
の提供を可能にしていくと考えている。

生産者の意識レベルに依存。

また、共通したルール不在のため、
本人の意識はあってもその他作業員
の不注意によってトラブル発生。 各仕入先に安全性の確認を委託。

ＧＡＰ導入により リスクの確認。
他産地事例等との照らし合わせ。

トラブルの原因は主に、「ちょっ
とした確認ミスや勘違い」「不
用意な農薬散布」などによるも
のが多い。
事前にリスクを共有化し、それ
をもとにセルフチェックを繰り返
すことによって、リスクを大幅に
減らすことが可能。


